
Cha OI PARC(茶業研究センター)のリニューアル完成予想図 

 

 

 

           
 

 

 

 

 

 

 

リーフ茶の消費減少などによる

厳しい茶業情勢の中、“静岡茶の新

たな価値の創造と需要の創出”を

目指し、『Ｃｈａ ＯＩ（チャオイ、

Ｃｈａ Ｏｐｅｎ Ｉｎｎｏｖａｔｉｏｎ）」プロ

ジェクト』が、本年、静岡県でス

タートしました。 

【Ｃｈａ ＯＩプロジェクト】   

本プロジェクトは、①生産者、

茶商、企業、大学、研究機関等か

らなるプラットホームの「Ｃｈａ ＯＩ フォーラム」、 ②茶の研究開発拠点である、茶業研究センターの「Ｃ

ｈａ ＯＩ―ＰＡＲＣ（Ｃｈａ ＯＩ―Ｐｒａｃｔｉｃａｌ ａｎｄ Ａｐｐｌｉｅｄ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｃｅｎｔｅｒ）」の２つの相互連携か

ら成り立っています。 さらに、これらの取組を具体的に推進するための各種補助金制度も創設しました。 

【Ｃｈａ ＯＩフォーラム】 本年５月、「Ｃｈａ ＯＩ フォーラム」事務局を、Ｃｈａ ＯＩ―ＰＡＲＣ

（茶業研究センター）内に設置しました。２名の専任コーディネーターが、フォーラム会員(現在約 270会員)

の技術やアイデアの結合、研究拠点であるＣｈａ ＯＩ―ＰＡＲＣとの連携などにより、各種補助金制度も活

用しながら、革新的な茶の新商品開発や新たな茶の利用方法に向けた取組を推進しています。  

【Ｃｈａ ＯＩ―ＰＡＲＣ（茶業研究センター）】 「Ｃｈａ ＯＩ―ＰＡＲＣ」は、“世界市場を見据

えた茶の先端研究開発とオープンイノベーションの拠点”として、「Ｃｈａ ＯＩ フォーラム」と連携し新た

な研究開発に取り組みます。 

 今後、「Ｃｈａ ＯＩ―Ｐ

ＡＲＣ」のリニューアルに

より、茶業関係者のみなら

ず国内外の多様な人材が集

い、様々な情報が集積する

新たなオープンイノベーシ

ョン機能、関係者が議論しながら研究を進めるオープンラボ、新商品開発を行うオープンファクトリー、多

大な文献・情報を得られるライブラリー、消費者への情報発信につなげるワークショップスペース、新技術

を速やかに多くの方々に普及するカンファレンスホール、さらに最新分析機器なども整備し、“静岡茶の新た

な価値を創造する”研究開発に全力で取り組んでまいります。 
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研究情報 

果樹園用運搬補助ロボットの開発 

ミカンに代表される県内の果樹園では、収穫物や肥料などの重量物を人力運搬する作業が多く見られます。

果樹園は傾斜地に立地しているため、運搬は大きな労働負担です。そこで当研究所は、運搬作業を省力化す

るロボットを県内自動車関連企業と共同開発し、生産性の向上と労働環境の改善に取り組んでいます。 

開発した運搬補助ロボットは、４輪走行の台車形です。

荷台部分に収穫物や肥料、資材等を 200kg 積載し、傾斜

20 度の凹凸路面をスムースに走行できます。 

このロボットは作業者の後方を自動で追従走行するの

で運転操作は不要です。また GPSを搭載しており、作業

道を無人で走行することができます。準天頂衛星「みち

びき」の電波を利用し、位置誤差は 20cm以内と高精度で

す。収穫物の無人運搬や、園内の無人巡回監視などが実

現します。 

県内の標準的なミカン園（２ha）の場合、本ロボットの導入により収穫労働時間は２割短縮し、1.5 人工

の労力削減となる見込みです。重量物運搬が解消され、高齢者や女性にも優しい労働環境となります。現在、

国の「スマート農業実証プロジェクト事業」により、浜松市北区三ケ日町で実証試験を行っています。 

（農林技術研究所 農業ロボット・経営戦略科 上席研究員 山根 俊） 

マーガレットは、伊豆地域の温暖な気候を活かして、昭和初期から伊豆南部を中心に切り花として栽培さ

れ始め、現在では伊豆の国市、沼津市など県東部地域で鉢物や花壇苗用途での栽培も行われています。 

 伊豆農業研究センターでは早生性のマーガレットの品種改良に取り組んでおり、育成した品種の普及によ

り、静岡県は秋から出荷が始まる早生産地として市場に認知されています。 

 今回、早生産地静岡のブランド力を強化する目的で、既

存の品種よりもさらに開花が早く、花色や花型に特色のあ

る鉢物用マーガレット３品種を育成したので紹介します。 

 「伊豆 40号」は外側の花弁が薄桃色、花の中央部が赤色

の丁字咲き*品種、「伊豆 41号」は黄花の一重咲き品種、「伊

豆 42 号」は白花の丁字咲き*品種で、いずれも 7 月定植の

作型で既存の品種より２週間～１か月早く開花します。 

これら３品種は、品種登録に向けて準備を進めており、

産地への普及によるマーガレットのブランド化が期待され

ます。    ＊丁字咲き…中心部の花弁が伸長し、盛り上がる花型 

（伊豆農業研究センター 生育・加工技術科 主任研究員 勝岡弘幸） 
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図 果樹園で作業者の後方を追従走行する 
運搬補助ロボット 
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